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■U市における処理区統合計画の概要（１）

第２処理区

第１処理区

Ｔ
川

約3.5km

B処理場

合
流
幹
線
（
既
存
）

Ａ処理場

A処理場 B処理場

排除方式 合流式 分流式＋合流式

処理区 第１処理区 第２処理区

供用開始 1962年 1978年

施設能力 39,500 m3/日 165,500 m3/日

事業計画水量 25,000 m3/日 140,000 m3/日

経過年数
（R6年現在）

62年 46年

【現況の処理区】

◆A処理場の状況
① 供用開始から62年経過
② 狭隘な敷地で処理能力を
確保しながら再構築が困難

① 土木施設は標準耐用年数（50年）を超過し、施設の耐震化や老朽化対策が必要
② 機械・電気設備も耐用年数を大幅に超え、機能停止のリスクを抑えた更新が必要。

◆B処理場の状況

建設当初から人口減少・原
単位見直しにより、施設能力
（合流幹線・処理場）に余力
有り。
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■U市における処理区統合計画の概要（２）

【A処理場】 【B処理場】

① A処理場は狭隘であり、更新スペースの確保が困難。
② B処理場では用地買収可能な用地あり。
③ B処理場は人口減少・原単位の見直しにより、B処理場に流入する合流幹線と施設能力に余力あり。

A処理場の汚水（１Q）をB処理場に統合する計画



１．はじめに

5

■A処理場とB処理場の統合計画まとめ

◆内 容
① A処理場の用地に第2処理区へ１Q送水する送水ポンプ棟を建設
② A処理場では、雨天時の２Qを簡易処理して、Ｔ川へ放流（既設運用⇒新設）
③  第２処理区の合流幹線経由でB処理場に流入させて処理

【現 状】

第１処理区
【合流式】

晴天時；１Q
雨天時；３Q

A処理場

B処理場

【処理区統合】

T川 T川

第１処理区
【合流式】

第２処理区
【分流式＋合流式】

雨水処
理施設

送水
ポンプ棟

２Q

A処理場

B処理場

合
流
幹
線１Q

分
流
幹
線

合
流
幹
線

分
流
幹
線

第２処理区
【分流式＋合流式】

第2処理区の合流幹線へ
送水するポンプ場が必要

「簡易処理機能」の
みをA処理場に残す
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２．送水ポンプ棟の施設計画
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■A処理場の現況と将来

現況 将来

◆ POINT
① 施設機能を確保しながら、既存施設を撤去、新施設の建設・切替を行っていく。
② 既設状況に対応した新設計画（送水ポンプ棟、雨水処理施設の建設）を行っていく。

将来更新用地
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第1沈砂池
ポンプ棟

Ａ 隣接する既設ポンプ棟か
らの遠隔距離や工事に必要な
施工ヤードの確保

Ｂ し査・沈砂の搬出入車両
が将来の汚泥洗浄槽の撤去工
事に干渉しないように配慮。

Ｃ 周回道路は維持管理に
支障をきたさぬように5.0m
以上を確保。

■配置検討

◆ 苦心した点
① 稼働後の維持管理動線を確保すること。（下図：ＡＢＣ）
② 稼働後の次期工事対応を考慮すること。（下図：ＡＣ）



２．送水ポンプ棟の施設計画

9

現況+106.40ｍ

送水ポンプ棟

場内侵入道路
+107.00ｍ Ｔ川

計画高水位 
+106.20ｍ

場内 場外

■計画地盤高の設定

◆ 苦心した点
① 対策浸水位：計画高水位と浸水シミュレーション結果や浸水実績から対策浸水深を設定
② 計画地盤高：外部からのアプローチや維持管理動線及び周辺との調和に配慮
③ 送水ポンプ棟の１FL：対策浸水位以上に設定し、浸水を防止

し渣・
沈砂
搬出室

①対策浸水位+107.90ｍ

B1FL 104.30ｍ

H.H.W.L 102.26ｍ

1FL 108.00ｍ

③１FLの浸水を防止

盛土

計画地盤高+107.00ｍ

②場外からの
アプローチを考慮

（道路勾配が急になること
を防止）

し渣・沈砂搬出室 107.00ｍ

②搬出入時の車両の
スムーズな通行に配慮
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遮集割込人孔

中間人孔(2箇所)

■分水方法（接続位置と割込み人孔の設置検討）

遮集割込人孔、中間人口を設けた
送水ポンプ棟の「中央」からの流入

接続位置

中間人孔の位置は、既存
施設や将来的な場内道路
の位置を考慮

◼ 維持管理性（清掃時の安全性）
2Ｑ側の底部高による止水が可能で

安全性を確保できる流入方法を採用。

◼ 更新作業の対応（防食更新時等）
ＳＣプラグ、角落し等を用いた場合

の作業スペースを安全に確保可能。

採用理由
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【1Q水位時】 【3Q水位時】

1Q流入時の
流入渠 A断面

■分水方法（段差設置）

流入渠

１Q水位

流入渠
３Q水位

３Q流入時の
流入渠 A断面

◆ 工夫した点
1Q分と2Q以上の分配を効率よく行わせるため、着水部において中央から左右に分
配させる構造

雨水処理施設へ

１Q汚水
沈砂池

１Q
ポンプ井

2Q汚水
沈砂池

2Q
ポンプ井

流入渠

３Q流入

B処理場へ

P P

１Q汚水
沈砂池

１Q
ポンプ井

2Q汚水
沈砂池

2Q
ポンプ井

流入渠

１Q流入

A

B処理場へ

P P

A２Q以上は流入水路底を高く
して流量調整を図る。
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汚泥
消化槽
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■STEP0；現況 ➢ 狭隘な敷地
➢ 既存施設の内、汚泥濃縮槽1槽と汚泥洗浄槽は休止状態

T 川

返送汚泥 雨天時
簡易処理

場外
搬出

放流

塩素
混和池

第
二
沈
砂
池

・
ポ
ン
プ
室

最初
沈殿池

エアレーション
タンク

最終
沈殿池

脱
水
機

第
一
沈
砂
池

・
ポ
ン
プ
室

ブ
ロ
ワ
室
（
自
家
発
）

第2電気室
（受変電）

中央監視

ガス
タンク

汚泥
消化槽

作業員
控室

書
庫

合流幹線
（B処理場へ）

幹線
幹線

汚泥
濃縮槽

；休止

汚泥
洗浄槽

；稼働
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■STEP１；撤去
 期間 ：１年

➢ 送水ポンプ棟建設用地の確保（消化プロセスの廃止）
➢ 汚泥処理の仮設と撤去、新設流入管・圧送管の支障物の撤去

T 川

返送汚泥 雨天時
簡易処理

場外
搬出

放流

塩素
混和池

第
二
沈
砂
池

・
ポ
ン
プ
室

最初
沈殿池

エアレーション
タンク

最終
沈殿池

脱
水
機

第
一
沈
砂
池

・
ポ
ン
プ
室

ブ
ロ
ワ
室
（
自
家
発
）

第2電気室
（受変電）

中央監視

；撤去

；改造

汚泥
消化槽

ガス
タンク 作業員

控室

書
庫

汚泥消化槽撤去に伴い、
汚泥貯留量の不足

停止していた①・②施設を改造
し、汚泥貯留容量を確保

合流幹線
（B処理場へ）

幹線
幹線

汚泥
濃縮槽

；稼働

汚泥
洗浄槽

①汚泥洗浄槽
４槽あるうち
２槽：撤去
２槽：改造

②汚泥濃縮槽
２槽あるうち
１槽：改造

１槽：稼働



雨天時
簡易処理

放流
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■STEP２；建設
 期間 ： ３年

➢ 新送水ポンプ棟の建設
➢ 新送水ポンプ棟への流入管・圧送管の敷設

汚
泥
洗
浄
槽

T 川

返送汚泥

場外
搬出

塩素
混和池

第
二
沈
砂
池

・
ポ
ン
プ
室

最初
沈殿池

エアレーション
タンク

最終
沈殿池

脱
水
機

第
一
沈
砂
池

・
ポ
ン
プ
室

ブ
ロ
ワ
室
（
自
家
発
）

第2電気室
（受変電）

中央監視

；建設
送
水
ポ
ン
プ
棟

合流幹線
（B処理場へ）

幹線
幹線

汚泥
濃縮槽

；稼働
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➢ １QをB処理場へ送水（高級処理の停止、２Qの簡易処理を継続）
➢ 雨水処理施設建設用地の確保(最終沈殿池、汚泥処理等撤去）

T 川

塩素
混和池

第
二
沈
砂
池

・
ポ
ン
プ
室

最初
沈殿池

第
一
沈
砂
池

・
ポ
ン
プ
室

エアレーション
タンク

ブ
ロ
ワ
室
（
自
家
発
）中央監視

送
水
ポ
ン
プ
棟

；撤去

；停止

合流幹線
（B処理場へ）

幹線
幹線

返送汚泥

場外
搬出

汚
泥
洗
浄
槽

汚泥
濃縮槽

最終
沈殿池

脱
水
機

第2電気室
（受変電）

■STEP３；撤去
    期間 ： １年

新雨水処理施設が築
造できるまでは、
既存施設で２Q分の
簡易処理を行う。

１Q

２Q

１Q

２Q

；稼働
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➢ 雨水処理施設、塩素混和池の建設

T 川

送
水
ポ
ン
プ
棟

；停止

雨水処理施設 塩素混和池
塩素
混和池

雨天時
簡易処理

放流

第
二
沈
砂
池

・
ポ
ン
プ
室

最初
沈殿池

第
一
沈
砂
池

・
ポ
ン
プ
室

エアレーション
タンク

ブ
ロ
ワ
室
（
自
家
発
）中央監視

合流幹線
（B処理場へ）

；建設

幹線
幹線

■STEP４；撤去
 期間 ： ３年

；稼働
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■STEP５；機能停止 ➢ 第二沈砂池・ポンプ室、最初沈殿池、塩素混和池の機
能停止

T 川

送
水
ポ
ン
プ
棟

；停止

雨水処理施設 塩素混和池

雨天時
簡易処理

放流

第
一
沈
砂
池

・
ポ
ン
プ
室

エアレーション
タンク

ブ
ロ
ワ
室
（
自
家
発
）中央監視

塩素
混和池

第
二
沈
砂
池

・
ポ
ン
プ
室

最初
沈殿池

合流幹線
（B処理場へ）

幹線
幹線

３Q

２Q

１Q

；稼働

２Q

１Q
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送
水
ポ
ン
プ
棟

；撤去

雨水処理施設 塩素混和池

合流幹線
（B処理場へ）

➢ 第一・第二沈砂池ポンプ室、最初沈殿池、エアレーションタンク、
ブロワ室、中央監視室（期間；〇年～〇年）

雨天時
簡易処理

塩素
混和池

第
二
沈
砂
池

・
ポ
ン
プ
室

最初
沈殿池

第
一
沈
砂
池

・
ポ
ン
プ
室

エアレーション
タンク

ブ
ロ
ワ
室
（
自
家
発
）中央監視

幹線
幹線

■STEP６；撤去
 期間 ： １年

；稼働
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３．A処理場再構築手順

■STEP７；完了 ➢ １QをB処理場へ送水
➢ ２Qを簡易処理

送
水
ポ
ン
プ
棟

雨水処理施設 塩素混和池

幹線
幹線

合流幹線
（B処理場へ）

T 川

；稼働
３Q

２Q

１Q

２Q

１Q
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【今後の下水道事業の見通し】

➢ 下水道施設は、高度経済成長期に建設されたものが多く、下水道事業は再構築が必
要である。この場合、既存機能を確保しながら、段階的に施設の撤去と新たな施設の
築造が必要となる。

➢ 少子高齢化社会による人口減少や財政の脆弱化が進行する中で、流入水量の減少
や施設の老朽化により、統廃合計画も今後増加するものと想定される。

上記を踏まえて、今回の業務で得た重要と思われる設計ポイントを以下に示す。

➢ 考慮すべき点
① 再構築工事時の処理機能の確保
② 既存施設の撤去時の安全性と維持管理性の確保
③ 制限された条件下で効率的な施工ステップの立案
④ 維持管理を起点とした設計を行うため、運転実績の把握と設計への反映

➢ 留意すべき点
① 処理機能を維持した施工計画の立案は、既設の水・汚泥フローの把握が必要
② 古い施設ほど、現地視察による正確な状況確認・把握が必要
③ 不可視部分は、リスクを勘案した対策の立案と工事関係者との情報共有
④ 上位計画や関連計画との調整実施（予算面や事業スケジュール等）
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